
平成２９年度認知症関連の取り組みについて

国の動向

　新オレンジプラン・・・これまでの厚生労働省単独の認知症施策という概念から省庁横断で取り組む

　　　　　　　　　　　　　　総合戦略として認知症対策関係閣僚会議にて決定（2015年1月）

対象期間は、団塊世代が７５歳以上となる平成37年（2025年）となるが、数値目

標は介護保険にあわせた平成29（2017）年度末

　基本的な考えかた・・認知症の人の意思が尊重され、できる限り住み慣れた地域の良い環境で、自

　　　　　　　　　　　　　　分らしく暮らし続けることができる社会の実現（←地域包括ケアシステムの考え）

　７つの柱

　　１．認知症への理解を深めるための普及啓発の推進

　　２．認知症の様態に応じた適時・適切な医療・介護等の提供

　　３．若年性認知症施策の強化

　　４．認知症の人の介護者への支援

　　５．認知症の人を含む高齢者にやさしい地域づくりの推進

　　６．認知症の予防法、診断法、治療法、リハビリテーションモデル、介護モデル等の研究開発

　　　及びその成果の普及の推進

　　７．認知症の人やその家族の視点の重視

市の平成２９年度の施策の重点の視点として・・

　　○認知症地域支援推進員を社会福祉協議会で設置し連携・協力の下施策を展開

　　　　・医療・保健・福祉関係者等による協議する場を開設し施策への意見交換や連携強化を図る。

　　　　・認知症の人を見守る認知症サポーターの養成講座の開催と養成講座修了者との活動を進める。

　　　　・認知症の人及び家族の方の相談等の場の設けるための認知症カフェ等の開催。　　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　など

　　○認知症の早期発見・早期治療へのつなぎを考えた施策の展開

　　　　・地域医師会の認知症サポート医及び保健・医療の専門職による初期集中支援チームを地域包

　　　　　括支援センターに配置し、認知症への早期発見・治療に向けての取組を進める。

　　　　・軽度認知障がい（ＭＣＩ）のチェックツールの活用により、早期の相談・発見・予防取組に努める。　　

　　　　　　　　　　　　など

資料　３
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瑞穂市『あたまの健康チェック』実施概要 

 

実施目的：軽度認知障害（MCI）は認知症ではなく認知症になる前の段階であ

り、軽度認知障害（MCI）の段階で何らかの対処をすることが、認知症の進行を

遅くするために重要といわれている。早い段階で予防策や治療などの対策をと

ることで、認知症への進行を阻止したり、遅らせることを目的とする。 
 

対象者   ：６０歳以上の要支援・要介護認定を受けていない市民 

年間実施者数：約３００人（目標） 

 

事後教室  ：あたまの健康チェックを実施された方全員へ事後教室の案内 

を実施する。軽度認知障害（MCI）疑いと判定された方には、

事後教室参加を勧奨する。 

 

周知方法  ：広報カレンダー・ホームページ、自治会・老人クラブ・社協

への紹介、健康推進課事業（特定保健指導、健康相談、がん

検診等）時にチラシ・ポスター等での紹介。 

 

実施方法案 ：毎週１回水曜の午後（1 人 20 分程度で 5 人） 

        総合センター２階交流ルーム 

年２回の地域巡回（4 会場×２回） 

１①本田団地公民館②駅西会館③古橋北公民館④牛牧南部コ

ミセン（つどいの泉） 

        ふれあいサロンの実施会場、瑞穂大学開催時  等 

 

テスト内容 ：（約 10 分くらいの時間です。） 

① 10 単語想起・・10 個の単語をひとつずつ復唱しながら覚えてもらい 

   できるだけ多く思い出していってもらう。（3 回繰り返し） 

② アニマルテスト・・3 つの動物の中で最も異なると思う動物を選ぶテス 

トを複数回行う。 

③ １０単語想起・・最初に覚えた 10 個の単語をできるだけ多く思い出し 

ていってもらう。 

 

平成 28 年度（試験実施状況） 

  平成 29 年 2 月 15 日（水）午後から 

もとす医師会主催の在宅医療・介護連携講演会の開催時（前後）に実施 

   （定員枠いっぱいの２７人が受診） 
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あたまの健康チェック 事後教室（案） 

『名称（仮称）： 能力アップ大作戦 脳トレＧＯ！ 』ｘｘｘ 

 

目的：①認知症に対する早期発見・早期予防の普及 

   ②認知症ボランティアの育成（教室内でリーダー育成をしていく） 

 

定員：20 名／回 

 

行程：毎週１回、１０：００～１１：３０（受付９：３０～１０：００） 

３か月１クール（計１２回） 

時期：５～７月／９～１１月／１～３月 

 

場所：総合センター２階 交流ルーム 

 

内容等：・あたまの健康チェック実施 

・認知症の講話について 

・有酸素運動、脳トレの実施 

・食事について        など 
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瑞穂市地域包括支援センター 

 
  
 
 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

介護保険事業所 

「認知症地域支援推進員」の
配置 

 ・保健専門職 

「認知症初期集中支援チー
ム」の配置 

・認知症サポート医（もとす医師会） 

・保健専門職 

・福祉専門職 

瑞穂市 

もとす在宅医療介護
連携センター 

（もとす医師会訪問看護

ステーション） 

連携･協働 

瑞穂市オレンジ連携協定 
～認知症を地域で支えるまち

づくり～ 

・もとす医師会 

・もとす歯科医師会 

・もとす薬剤師会 

・社会福祉協議会 

・エーザイ㈱ 

瑞穂市の「認知症施策推進事業」（案） 

かかりつけ医 
（１次医療機関） 

認知症疾患医療センター 

紹介 逆紹介 

●「瑞穂市認知症になってもあんしんまちづくり協議会」の開催 

 

 

●「軽度認知障害（ＭＣＩ）チェックツール～あたまの健康チェック～」の活用 

●あたまの健康チェック後の事後教室 

●認知症に関するアンケート・パンフレットやポスター等の配布 

●「さくらカフェ（認知症カフェ）」の開催 

●みずほオレンジキャラバンネットの結成 

・キャラバンメイトのネットワークチームによる認知症サポーター養成 

講座の開催 

   ・自治会、小中学生、企業等への認知症サポーター養成講座の開催 

 

 

●認知症初期集中支援事業 

  必要な医療や介護の導入・調整や、家族支援などの初期の支援を 

包括的、集中的に行い自室生活のサポートを行う 

●「認知症ケアパス」の作成・公表 

状態に応じた適切な医療や介護サービス等の提供の流れ 

●認知症の医療・介護の質の向上のための研修会の開催 

 

認知予防・ケアに関する対策の検討 

認知ケアに関する 

地域住民に対する普及啓発 

認知症の容態に応じた適時・適切な 

医療・介護の提供 

連携 

連携 

 

 

●生きがい・社会参加支援（認知症があっても・・・） 

●認知症高齢者等おかえり事業 

 （行方不明対策ネットワーク、徘徊模擬訓練） 

●「認知症サポーター地域活動検討会」の活用 

●認知症高齢者の生活支援体制構築 

●認知症高齢者の自動車運転免許返納後の生活・移動支援対策 

●認知症高齢者等の消費者被害防止対策 

 

認知症の人と家族にやさしい 

地域づくりの推進 

地域住民 
・自治会 
・小中学校 
・企業   等 

連携 

連携 

関係機関 
・警察署 
・消防署   
・郵便局 
・金融機関 等 

連携･協働 

連携･協働 

瑞穂市地域包括支援センター作成

平成 29 年 2 月 22 日時点


